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2019年 5月 13日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 秋 川 牧 園 

代 表 者 名  代表取締役社長  秋川 正 

  （コード番号  １３８０） 

問 合 せ 先  経営管理部長  原田 良人 

  （ T E L  0 8 3 - 9 2 9 - 0 6 3 0） 

 

2019年 3月期 通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2018年 5月 11日及び 2018年 11月 5日に公表いたしました、2019年 3月期（2018年 4月 1日～2019

年 3 月 31 日）の業績予想における予想数値と比較して、本日公表の実績数値に下記のとおり差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019年 3月期通期業績予想数値と実績数値との差異（2018年 4月 1日～2019年 3月 31日） 

（１）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2018年 11月 5日公表） 

百万円 

５，６５０ 

百万円 

８２ 

百万円 

１０５ 

百万円 

６５ 

円 銭 

１５．５９ 

実績値（Ｂ） ５，６２３ ９８ １３０ １３５ ３２．４２ 

増減額（Ｂ－Ａ） △２７ １６ ２５ ７０  

増減率（％） △０．５ １９．５ ２３．８ １０７．７  

（ご参考）前期実績 

（2018年 3月期） 
５，４９８ ９１ １２８ ８５ ２０．５０ 

 

（２）個別 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2018年 5月 11日公表） 

百万円 

５，６１９ 

百万円 

１１４ 

百万円 

７０ 

円 銭 

１７．０１ 

実績値（Ｂ） ５，６０８ １１２ １２９ ３１．０９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１１ △２ ５９  

増減率（％） △０．２ △１．８ ８４．３  

（ご参考）前期実績 

（2018年 3月期） 
５，４３４ ７９ ５４ １３．０６ 

 

 

  



2 

 

２．差異が生じた理由 

売上高につきましては、連結、個別ともに予想に近い数値となりました。 

連結営業利益及び連結経常利益につきましては、生産子会社における鶏肉の生産成績が予想を上回っ

たことなどにより、前回予想を上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益及び当期純利益につきましては、個別において過去及び当期の課税

所得の推移等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を判断した結果、繰延税金資産（主に長期解消可能

将来減算一時差異である退職給付引当金）が増加したことにより予想を上回りました。 

 

以 上 


